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Creation of a Quality Evaluation Index 









































































































回答した専門家の割合を項目ごとに計算してCVI at the 
item level（以下，I-CVI）を算出した．次いで，各構成
要素および質指標全体においては，I-CVIの平均値を計
算してScale’s Content Validity Index（以下，S-CVI/
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表 2．質指標（40項目）の I-CVI および項目精選の検討結果
No. 項目
I-CVI 検討結果




3．患者・家族が退院に向けて主体的に取り組む力を引き出せるようにかかわる 0.94 0.97 修正
4．患者・家族が身体機能の変化をふまえた退院後の生活をイメージできるようにかかわる 0.97 1.00
5．患者・家族が退院に向けての行動目標を具体的にもてるようにかかわる 0.97 0.97 削除 ―
b．意思尊重を基盤とした家族間調整：5項目
1．患者・家族のそれぞれの立場から退院後の生活に関する事情や意向が表出できているか確認する 0.97 1.00
2．患者・家族の勢力関係やキーパーソンを確認する 1.00 0.97 修正
3．患者・家族間の退院後の療養先や生活における方向性の相違を確認する 1.00 1.00
4．患者・家族間で良好な関係を維持するための役割分担や協力体制がつくれているか確認する 0.94 1.00
5．患者・家族のそれぞれの立場での意向が尊重されるように調整する 0.94 0.97 修正
c．患者・家族の望む生活に向けたケア計画の立案：8項目
1．患者の日々の心身機能を確認する 0.97 0.97 修正






7．患者・家族の退院後の生活環境に合わせて継続可能な医療処置・ケア方法を検討する 1.00 1.00 修正




3．患者が心身機能の回復状況に応じた再発・合併症予防のための自己管理行動をとれるようにかかわる 0.94 0.97 修正 修正
4．患者・家族が退院後の療養環境で医療処置・ケアを実施できるように入院中からかかわる 1.00 1.00 修正 修正
e．退院後の生活を見据えたADL拡大への支援：4項目
1．患者・家族が退院後に生活する自宅・施設の構造や地域を含めた生活環境を確認する 1.00 1.00 2 項目に分ける
2．患者・家族の生活や心身機能に応じた次の療養先の生活環境やリハビリ継続方法を確認する 0.97 0.97
3．患者・家族の心身機能と退院後の環境に合わせて入院中から最大限の力が発揮できるようにかかわる 0.90 0.90 修正








1．患者の疾病・障害に応じた退院目途・目標について院内チームで情報共有する 1.00 1.00 修正
2．患者・家族が退院後の生活への意向を変えた場合に院内チームで情報共有する 0.97 0.97 修正
3．退院までの目標について院内チームで情報共有して看護の方向性を明確にする 0.97 1.00 修正 削除
4．患者の疾病・障害に応じて必要な制度・支援の調整時期を院内チームで情報共有する 0.97 1.00 修正
h．患者・家族に適した社会資源の活用：5項目
1．患者・家族に心身機能や回復経過に応じて退院後に必要となる社会資源に関する情報を提供する 0.97 1.00
2．患者・家族にかかわる院外職種に退院後も必要な継続支援について情報を提供する 0.94 1.00 修正
3．患者・家族が退院後に必要な医療機器や福祉用具を入院中から利用できるように準備する 1.00 1.00 修正
4．患者・家族が知人等のインフォーマルなサポートを活用できるようにかかわる 0.94 0.94 削除
5．患者・家族に退院後に困った場合の相談窓口を紹介する 0.90 0.97 修正
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